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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】秤量を大きく超える計量物を計量皿に載置して
も、各起歪部の秤量以上の応力を生じさせず、ロードセ
ルに生じる永久歪を回避することができる複合ロードセ
ル秤を提供する。
【解決手段】高秤量用起歪部と低秤量用起歪部とを設け
た複合ロードセル２を、その高秤量用起歪部側を台板１
に固定支持し、低秤量用起歪部側に設けた荷重受け部材
３に皿受け板を介して計量皿４が載置された複合ロード
セル秤において、前記荷重受け部材は前記低秤量用起歪
部を内包するよう組み付け、その荷重受け部材の上部を
、複合ロードセルの上面と離間して略水平に支持した荷
重天板の開口１３ａを貫通して上方に突出させ、荷重受
け部材の下部は、複合ロードセルの下面と離間して略水
平に支持した受け板１４と対向配置し、荷重受け部材の
上部と下部に、秤量が低秤量用起歪部の最大荷重を越え
た際に高秤量用起歪部側へ荷重を伝達するストッパ部５
ａ，５ｂを設けた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱体に、高秤量用起歪部と低秤量用起歪部とを設けた複合ロードセルを、その高秤量用
起歪部側を台板に固定支持し、低秤量用起歪部側に設けた荷重受け部材に皿受け板を介し
て計量皿が載置された複合ロードセル秤において、
　前記荷重受け部材は前記低秤量用起歪部を内包するよう組み付け、その荷重受け部材の
上部を、前記複合ロードセルの上面と離間して略水平に支持した荷重天板の開口を貫通し
て上方に突出させ、前記荷重受け部材の下部は、前記複合ロードセルの下面と離間して略
水平に支持した受け板と対向配置し、前記荷重受け部材の上部と荷重天板との間、及び前
記荷重受け部材の下部と受け板との間に、低秤量用起歪部の最大荷重を越えた際に前記高
秤量用起歪部側へ荷重を伝達するストッパ部を設けたことを特徴とする複合ロードセル秤
。
【請求項２】
　前記高秤量用起歪部に生じる永久歪を回避するストッパ部を、該高秤量用起歪部の長手
方向略中央位置線上の上下に設けたことを特徴とする請求項１記載の複合ロードセル秤。
【請求項３】
　前記上部のストッパ部は前記高秤量用起歪部の短手方向を挟む両側に配置し、前記下部
のストッパ部は前記高秤量用起歪部の短手方向の略中央真下に配置されていることを特徴
とする請求項２記載の複合ロードセル秤。
【請求項４】
　前記高秤量用起歪部に掛かる荷重が取り除かれた時の反動により前記低秤量用起歪部に
生じる永久歪を回避するストッパ部を、前記低秤量用起歪部を内包する前記荷重受け部材
の上部で、且つ低秤量用起歪部の上面と離間する位置に備えたことを特徴とする請求項１
乃至３の何れか１項記載の複合ロードセル秤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は低秤量用起歪部と高秤量用起歪部を一体に備えた複合ロードセルを用いて計量
を行う複合ロードセル秤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複合ロードセル秤（マルチレンジロードセル）の高さ（設置面から計量皿表面までの高
さ）を低くするために、柱体に低秤量用起歪部と高秤量用起歪部とを一体としたロードセ
ルユニットを用いて複合ロードセル秤とするが、この複合ロードセル秤が備えるロードセ
ルユニットの各起歪部の撓み量が所定値以上になると各起歪部に永久歪が生じ、計量器と
しての精度が損なわれてしまう。
　そこで、この永久歪を防ぐために、ロードセルユニットの最大撓み量をストッパ部によ
って永久歪から回避することができる構造を用いることが考えられる。（例えば、特許文
献１参照）
【０００３】
　しかしながら、複合ロードセルに設けられた前記ストッパ部の構造は、低秤量起歪部の
秤量を越えた荷重が加えられると低秤量用のストッパを支点として低秤量起歪部を持ち上
げる力（回転モーメント）が作用し、また低秤量起歪部側は固定されているため、高秤量
起歪部よりも薄肉の低秤量起歪部上面には引張力、低秤量起歪部下面には圧縮力が、低秤
量起歪部が撓みきった状態でさらに加わるため複雑な内部応力を生じさせるので、複合ロ
ードセルユニットに掛かる荷重が最大撓み量を超えた時に、ロードセルの下部に設けられ
たストッパ部によって低秤量用起歪部あるいは高秤量用起歪部の何れかの起歪部に必要以
上のモーメントが作用し永久歪が生じ、複合ロードセル秤としての精度が損なわれてしま
う可能性があった。
【０００４】
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　また、複合ロードセル秤の秤量精度を高精度なものとする場合、従来よりも秤量の小さ
なロードセルを用い、細かな量目で計量値を得なければならないのであるが、起歪部を繊
細な構造とするため、前記従来の構造では、起歪部に生じる永久歪を確実に回避すること
ができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６３－２０１５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたもので、柱体に、低秤量用起
歪部と高秤量用起歪部を一体に備えた複合ロードセル秤において、低秤量用起歪部及び高
秤量用起歪部の秤量を大きく超える計量物を計量皿に載置しても、低秤量用起歪部及び高
秤量用起歪部に掛かる荷重が各起歪部の秤量以上の応力を生じさせず、複合ロードセルの
各起歪部に生じる永久歪を回避することができる複合ロードセル秤を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決する為に本発明の複合ロードセル秤は、柱体に、高秤量用起歪部と低秤
量用起歪部とを設けた複合ロードセルを、その高秤量用起歪部側を台板に固定支持し、低
秤量用起歪部側に設けた荷重受け部材に皿受け板を介して計量皿が載置された複合ロード
セル秤において、前記荷重受け部材は前記低秤量用起歪部を内包するよう組み付け、その
荷重受け部材の上部を、前記複合ロードセルの上面と離間して略水平に支持した荷重天板
の開口を貫通して上方に突出させ、前記荷重受け部材の下部は、前記複合ロードセルの下
面と離間して略水平に支持した受け板と対向配置し、前記荷重受け部材の上部と荷重天板
との間、及び前記荷重受け部材の下部と受け板との間に、低秤量用起歪部の最大荷重を越
えた際に前記高秤量用起歪部側へ荷重を伝達するストッパ部を設けたことを特徴とする。
【０００８】
　前記荷重受け部材の上部と荷重天板との間に設ける上部のストッパ部、及び荷重受け部
材の下部と受け板との間に設ける下部のストッパ部は、対応部材と当接する隙間を調節し
得るようにネジ軸等で構成されている。そして、そのストッパ部の取付は、対応部材の何
れに取り付けてもよいが、前記した隙間の調節を考慮した場合、上部のストッパ部は荷重
受け部材に、下部のストッパ部は受け板に取り付けるのが好適である。
【０００９】
　上記手段によれば、計量物を計量皿に載せると、荷重は皿受け板を介して荷重受け部材
に伝達され、低秤量用起歪部を下方に撓ませる。そして、前記荷重が低秤量用起歪部の最
大荷重を超えると、上部のストッパ部により荷重受け部材と荷重天板が、下部のストッパ
部により荷重受け部材と受け板が当接して低秤量用起歪部に過大な応力が作用するのを防
止するので起歪部に永久歪を生じさせることがない。更に、前記ストッパ部と対応する部
材（荷重天板、受け板）は何れも複合ロードセルの上面、下面に一体的に取り付けられて
いるため、前記低秤量用起歪部の最大荷重を超える荷重は高秤量用起歪部側へ伝達するこ
とができる。
【００１０】
　また、低秤量用起歪部の最大荷重を超える荷重は前記荷重天板を介して高秤量用起歪部
側へ伝達されるが、該高秤量用起歪部に生じる永久歪を回避するストッパ部を、該高秤量
用起歪部の長手方向略中央位置線上の上下に設ける。
　そのストッパ部の具体的な取付位置は、例えば、前記上部のストッパ部は前記高秤量用
起歪部の短手方向を挟む両側に配置し、前記下部のストッパ部は前記高秤量用起歪部の短
手方向の略中央真下に配置する。
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【００１１】
　上記手段によれば、高秤量用起歪部の長手方向略中央位置線上の上下ストッパ部により
、高秤量用起歪部に最大荷重を超えた荷重が作用することを防止するので、該高秤量用起
歪部に生じる永久歪を回避することができる。
【００１２】
　更に、前記高秤量用起歪部に掛かる荷重が取り除かれた時の反動により前記低秤量用起
歪部に生じる永久歪を回避するストッパ部を、前記低秤量用起歪部を内包する前記荷重受
け部材の上部で、且つ低秤量用起歪部の上面と離間する位置に備える。
　それにより、高秤量用起歪部に掛かる荷重が取り除かれた時に生じる反動で低秤量用起
歪部が所定の戻り位置以上に戻ろうとすることを防止するので、低秤量用起歪部の反動衝
撃により生じる永久歪を回避することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の複合ロードセル秤は、簡単な構造で低秤量用起歪部、高秤量用起歪部のそれぞ
れが最大撓み量を超えた時に生じる永久歪を確実に回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る複合ロードセル秤の実施の形態の一例を示し、（ａ）は一部切欠平
面図、（ｂ）は外ケースを外した同正面図、（ｃ）は同側面図。
【図２】拡大縦断正面図。
【図３】図２の（３）－（３）線に沿える縦断側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る複合ロードセル秤の実施の形態の一例を図面に基づいて説明する。
　図１は複合ロードセル秤の全体を示す概略図で、複合ロードセル秤Ａは、台板１上に複
合ロードセル部２が固定支持され、その複合ロードセル部２に荷重受け部材３を介して計
量皿４が載置され、更に前記複合ロードセル部の永久歪を回避するストッパ部５（５ａ～
５ｇ）、回路・表示部（図示省略）が配置されて構成されている。
【００１６】
　台板１は平面視正方形の金属製平板（例えば、アルミダイキャスト製）で形成され、そ
の上面と所定間隔離間して略中央部に複合ロードセル部２の高秤量用起歪部２ｂ側がＬ型
ブラケット６を介して略水平に片持ち支持されている。
　又、前記台板１の四隅部下面には脚部７が上下調節可能に取り付けられ、複合ロードセ
ル秤Ａをテーブルなどの載置面に対して水平に載置し得るようになっている。
　更に、台板１の上面における前記複合ロードセル部２を挟む位置、及び四隅には後述す
る高秤量用起歪部を保護する上部ストッパ部の受け部８、四隅ストッパ部の受け部９が起
立固定されている。尚、図示の台板１は上面の周囲が開放されているが、該台板１に筒状
のカバー１０を取り付けて、該台板１上に配置される複合ロードセル部２、ストッパ部５
等を保護するようにする。
【００１７】
　前記台板１上に片持ち支持される複合ロードセル部２は、アルミニウム製の四角柱体１
１の長手方向に沿って大小の略Ｈ形状の孔１１ａ，１１ｂが穿設され、大きい孔１１ａの
四隅部に形成された薄肉部分を低秤量用起歪部２ａとし、小さい孔１１ｂの四隅部に形成
された薄肉部分を高秤量用起歪部２ｂとして各起歪部上下面（各４箇所）に機械的な歪量
を電気的に変換するストレインゲージ１１ｃ，１１ｄが貼着されている。
　また、四角柱体１１の上下面中央部（孔１１ａ，１１ｂの間）には、孔１１ａ，１１ｂ
と平行方向に溝１１ｅが２本ずつ形成されている。この溝１１ｅは、該溝１１ｅ間に荷重
が加わった際、複合ロードセル部２の上下面に沿って伝播される計量に不必要な応力を、
面（上面、下面）を一旦遮断させることにより除去するもので、ストレインゲージ１１ｃ
，１１ｄに影響が及ばないようになっている。
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【００１８】
　そして、前記複合ロードセル部２は、高秤量用起歪部２ｂ側の短手側面を前記Ｌ型ブラ
ケット６との取付面として該Ｌ型ブラケット６にネジ止め固定され、台板１上面と離間し
て略水平に支持されている。
　また、前記複合ロードセル部２の上面には受座１２ａを介して荷重天板（高秤量用重点
板）１３が該複合ロードセル部２上面と離間して略水平に固着され、複合ロードセル部２
の下面には受座１２ｂを介して受け板１４が該複合ロードセル部２の下面と離間して略水
平に固着されている。前記荷重天板１３と受け板１４は複合ロードセル部２を上下に貫通
するボルトで一体に固定されている。
【００１９】
　更に、低秤量用起歪部２ａ側には該部を内包するよう荷重受け部材３が取り付けられ、
該荷重受け部材３の上部は前記荷重天板（高秤量用重点板）１３に開設した開口１３ａを
貫通して荷重天板１３より上方に突出されている。
【００２０】
　前記荷重受け部材３は、前記複合ロードセル部２の低秤量用起歪部２ａの短手側側面、
長手側側面（前後面）、及び下面を包囲するコ字型の枠に形成され、長手側側面を覆う前
後側面部３ａ，３ｂの上部は先細に形成されて前記荷重天板１３の開口１３ａを貫通して
上方に突出され、その突出端部に皿受け板１６を載承支持する載せ枠１５が連結固定され
ている。
　前記載せ枠１５は、金属平板を門形に折り曲げ、更に、両垂直片は夫々外側方向に向け
直角に折り曲げて低秤量用起歪部を保護するストッパ取付部１５ａ，１５ｂが形成されて
いる。そして、前記載せ枠１５は、皿受け板１６の中央部を、前記複合ロードセル部２の
長手方向の略中央位置で支持する長さに形成され、ストッパ取付部１５ａ，１５ｂが形成
された側と反対側部分が前記荷重受け部材３の前後側面部３ａ，３ｂの上端面に連結され
て、複合ロードセル部２の中央位置に向けて突出されている。
【００２１】
　また、前記荷重受け部材３は複合ロードセル部２の低秤量用起歪部２ａ側の短手側側面
と対向する側面部３ｃを取付面として低秤量用起歪部２ａ側の短手側側面にネジ止め固定
され、更に、前記側面部３ｃの上端面は直角水平方向に折り曲げて反動回避ストッパ部と
対応する受け部１７が複合ロードセル部２の上面と離間して形成されている。
　上記構成により、低秤量用起歪部２ａに掛かる荷重が該低秤量用起歪部２ａの最大荷重
を超えた時点で、上部のストッパ部５ａが荷重受け部材３を介して荷重天板１３に当接し
、下部のストッパ部５ｂが受け板１４を介し荷重受け部材３に当接するので、今まで荷重
受け部材３を介して低秤量用起歪部２ａに掛かっていた荷重は該荷重受け部材３を介して
一体となった荷重天板１３と受け板１４に掛かるため、低秤量用起歪部２ａへの荷重は遮
断され、上下のストッパ部５ａ，５ｂと荷重受け部材３とが内包する低秤量用起歪部２ａ
を保護するように一体となり、前記荷重受け部材３の取付け部（側面部３ｃ）と上下のス
トッパ部５ａ，５ｂが当接する位置が力点となり、低秤量用起歪部２ａと高秤量用起歪部
２ｂとの中間の位置が支点から力点に切り替わり、低秤量用起歪部２ａへの荷重は、該低
秤量用起歪部２ａの最大荷重を超えると、低秤量用起歪部２ａから高秤量用起歪部２ｂへ
の荷重伝達に瞬時に移行されるので、荷重（過負荷）によって前記複合ロードセル部２の
低秤量用起歪部２ａの上面に引張力、低秤量用起歪部２ａの下面に圧縮力等が生じ、低秤
量用起歪部２ａが撓んだ状態で更に加わる複雑な内部応力を生じさせるのを防いでいる。
それにより、最大撓み量を超えた荷重によって低秤量用起歪部２ａに永久歪を生じさせた
り、疲労破壊を誘発させる原因を回避することができる。
【００２２】
　前記荷重受け部材３の載せ枠１５に水平に載置連結される皿受け板１６は、その上に載
承する計量皿４よりも一回り小さな板材で構成され、その板材の上面四隅部に、円柱状の
ゴム材からなる当接体１８が固着され、この当接体１８を介して計量皿４が載承支持され
ている。
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　計量皿４は、平面視略正方形状で、上面を平面視略十字形状に窪ませて上面四隅部に４
個の突部を形成し、円筒状の被計量物を載せても転がらないようになっている。
【００２３】
　前記複合ロードセル部２の低秤量用起歪部２ａ及び高秤量用起歪部２ｂに生じる永久歪
を回避するストッパ部５は、低秤量用起歪部２ａの計量可能な最大荷重を超えた際に、前
記荷重を高秤量用起歪部２ｂ側に伝達し、低秤量用起歪部２ａを永久歪から保護する低秤
量用の上部ストッパ部５ａ、下部ストッパ部５ｂと、高秤量用起歪部２ｂを永久歪から保
護する高秤量用の上部ストッパ部５ｃ、下部ストッパ部５ｄと、低秤量用の四隅ストッパ
部５ｅ、高秤量用の四隅ストッパ部５ｆと、高秤量用起歪部２ｂで計量されている計量物
が取り除かれた時の反動により低秤量用起歪部２ａが所定位置以上に戻ろうとする反動衝
撃によって生じる永久歪を回避する反動回避ストッパ部５ｇを有している。
【００２４】
　低秤量用起歪部２ａを永久歪から保護する上部ストッパ部５ａは、前記荷重受け部材３
の載せ枠１５に形成したストッパ取付部１５ａ，１５ｂに、ネジ軸を上方から下方に向け
貫通させて螺着しナットで固定して構成され、ナットを緩めることでネジ軸を上下調節で
きるようになっている。そして、この上部ストッパ部５ａは、前記ネジ軸の下端が、複合
ロードセル部２の上面側に固着された荷重天板１３と当接し、低秤量用起歪部２ａを永久
歪から保護すると共に、荷重を高秤量用起歪部２ｂに伝達する。即ち、計量皿４に低秤量
用起歪部２ａの秤量を超える荷重が加えられると、前記上部ストッパ部５ａが荷重天板１
３と当接し、その上部ストッパ部５ａを支点として前記荷重受け部材３を介して低秤量用
起歪部２ａを上方へ持ち上げる力（回転モーメント）が作用する。これを利用して、低秤
量用起歪部２ａの秤量を超える荷重を、高秤量用起歪部２ｂへ効率よく伝達することがで
きる。
【００２５】
　低秤量用起歪部２ａを永久歪から保護する下部ストッパ部５ｂは、前記複合ロードセル
部２の下面側に固着した受け板１４の一側部（図２では左側部）に、ボルトを下側から上
方に向けて貫通突出させて形成され、前記荷重受け部材３の底面部（下面）３ｄと当接す
るようになっている。また、前記下部ストッパ部５ｂの下方に位置する台板１には、前記
下部ストッパ部５ｂを備えた受け板１４が荷重によって下方に撓んでも、その変位動作を
許容する凹み１９が所定範囲を切欠して形成されている。
【００２６】
　高秤量用起歪部２ｂを永久歪から保護する上部ストッパ部５ｃは、前記荷重天板１３に
ボルトを上方より下方に向け貫通螺合して形成されている。そして、その上部ストッパ部
５ｃは複合ロードセル部２の高秤量用起歪部２ｂを挟むよう台板１上に起立配置した受け
部８の上面と対応する位置に取り付けられている。
　前記受け部８は、高秤量用起歪部２ｂの長手方向略中央位置線上に起立固定されている
。また、前記上部ストッパ部５ｃはボルトの頭部（回転調整部）が荷重天板１３の表面と
皿受け板１６との間に露出している為、前記ボルトの頭部を工具等で掴んで回すことで、
上部ストッパ部５ｃと受け部８との隙間（マージン）設定を容易に行うことができる。尚
、上部ストッパ部５ｃの隙間設定は、該ストッパ部５ｃ上方の皿受け板１６に通孔を開設
し、その通孔を介して前記ストッパ部５ｃを回動するようにしてもよい。
【００２７】
　高秤量用起歪部２ｂを永久歪から保護する下部ストッパ部５ｄは、前記台板１にボルト
を下方より上方に向け貫通螺合して形成されている。その下部ストッパ部５ｄの取付位置
は、前記複合ロードセル部２の下面側に固着した受け板１４の他側部（図２では右側部）
と対応する位置である。前記下部ストッパ部５ｄはボルトの頭部（回転調整部）が台板１
の下面に位置するため、該ストッパ部５ｄと受け板１４との隙間（マージン）設定を容易
に行うことができる。
【００２８】
　低秤量用起歪部２ａを永久歪から保護する四隅ストッパ部５ｅは、台形状の受け座を有
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したボルトとナットによって構成され、前記荷重天板１３の上面四隅に起立配置されてい
る。そして、この四隅ストッパ部５ｅは、計量荷重が低秤量用起歪部２ａの最大荷重を超
えた際に皿受け板１６の下面に当接するようになっている。
【００２９】
　高秤量用起歪部２ｂを永久歪から保護する四隅ストッパ部５ｆは、ボルトとナットで構
成され、前記荷重天板１３の四隅部に配設した前記四隅ストッパ部５ｅの近傍に、上方よ
り下方に向け貫通螺合して配設されている。そして、この四隅ストッパ部５ｆは、高秤量
用起歪部２ｂの最大荷重を超えた際に台板１上に起立配置した円柱等の受け部９上面に当
接するようになっており、偏荷重が加えられた時に計量皿４が傾くのを防止している。
【００３０】
　高秤量用起歪部２ｂで計量されている計量物が取り除かれた時の反動により低秤量用起
歪部２ａが所定位置以上に戻ろうとする反動衝撃によって生じる永久歪を回避する反動回
避ストッパ部５ｇはボルトで構成され、前記荷重天板１３に上方から下方に向け貫通螺合
して形成されている。そして、該反動回避ストッパ部５ｇの取付位置は、前記荷重受け部
材３の側面部３ｃの上端に直角水平方向に連接した受け部１７と対応する位置に配置され
ている。
　この反動回避ストッパ部５ｇは、計量皿４に載置された被計量物が計量皿から取り除か
れた際、複合ロードセル部２は下方に撓んだ状態から元の状態（初期状態）に戻るが、そ
の時の反動で低秤量用起歪部２ａに生じる永久歪を、荷重受け部材３の受け部１７が前記
反動回避ストッパ部５ｇに当接することで回避する。
【００３１】
　また、前記低秤量用起歪部２ａを永久歪から保護する上部ストッパ部５ａ、下部ストッ
パ部５ｂと、高秤量用起歪部２ｂを永久歪から保護する高秤量用の上部ストッパ部５ｃ、
下部ストッパ部５ｄは、被計量物が計量皿に載せられていない無負荷時、対応する受け部
材と非接触状態を維持するように設定されている。非接触状態に保持する隙間は、例えば
、０．３５ｍｍとする。
【００３２】
　前記荷重受け部材３と、荷重天板１３、及びストッパ部５（５ａ～５ｆ）の構成により
、被計量物を計量皿４に載置した際に各起歪部に最大撓み量を超えた荷重が掛かるのが防
止され、且つ、複合ロードセル部２に計量範囲内の荷重を伝達させることができる。
　そして、図示を省略した回路・表示部は、複合ロードセル部２に貼着されているストレ
インゲージ１１ｃ，１１ｄが荷重による撓みで伸縮し、ストレインゲージ１１ｃ，１１ｄ
に印加されている電圧がその伸縮に伴って抵抗値が変化することにより変動して機械的変
位を電気的変位に置換し、その電圧を回路基板を経てデジタル変換し、低秤量時はストレ
インゲージ１１ｃから、高秤量時はストレインゲージ１１ｄからの信号に基づいて計量デ
ータをＬＥＤセグメント式、又は液晶式等の表示部に出力、表示するようになっている。
【００３３】
　上記構成とした複合ロードセル秤Ａは、計量皿４に被計量物を載置すると、その荷重に
より計量皿４及び皿受け板１６が降下し、載せ枠１５を介して荷重受け部材３が水平を保
ちながら下方に撓み、これにより複合ロードセル部２の低秤量用起歪部２ａ側に荷重が垂
直に掛かり、片持ちの複合ロードセル部２が押下げられる。
　この時、例えば、低秤量用起歪部２ａの測定レンジを０キログラム～１キログラム未満
（０．５グラム刻み）とし、高秤量用起歪部２ｂの測定レンジを１キログラム～２．５キ
ログラム未満（２グラム刻み）、２．５キログラム～２０キログラム未満（５グラム刻み
）、２０キログラム～３０キログラム未満（１０グラム刻み）と割り付けた場合の動作を
説明すると、先ず、秤量が１キログラム未満のときは低秤量用の上部ストッパ部５ａ、下
部ストッパ部５ｂと、高秤量用の上部ストッパ部５ｃ、下部ストッパ部５ｄと、低秤量用
の四隅ストッパ部５ｅ、高秤量用の四隅ストッパ部５ｆの各ストッパは対応する部材と接
触当接せずに、荷重受け部材３を介して低秤量用起歪部２ａにのみ荷重がかかって計量・
表示がされる。
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　次に、秤量が１キログラム以上の被計量物を計量皿４に載せると、低秤量用の上部スト
ッパ部５ａは荷重天板１３の上面に、低秤量用の下部ストッパ部５ｂは荷重受け部材３の
底面部（下面）３ｄに、更に四隅ストッパ部５ｅは皿受け板１６の下面に夫々当接して一
体化する。そして上部ストッパ部５ａと四隅ストッパ部５ｅから伝達された荷重は荷重天
板１３、及び受座１２ａを介して複合ロードセル部２の長手方向の略中央部上面に垂直に
かかり、更に下部ストッパ部５ｂから伝達される荷重は受け板１４、及び受座１２ｂを介
して複合ロードセル部２の長手方向の略中央部下面を垂直下方に引き下げるように作用し
、片持ち支持の複合ロードセル部２が押下げられ、高秤量用起歪部２ｂにのみ荷重が伝達
される。即ち、計量皿４に低秤量用起歪部２ａの秤量を超える荷重が加えられると、上部
ストッパ部５ａが荷重天板１３と当接し、その上部ストッパ部５ａを支点として前記荷重
受け部材３を介して低秤量用起歪部２ａを上方へ持ち上げる力（回転モーメント）が作用
するのを利用して、低秤量用起歪部２ａの秤量を超える荷重を、高秤量用起歪部２ｂへ効
率よく伝達する。
【００３５】
　前記下部ストッパ部５ｂと反動回避ストッパ部５ｇは、低秤量用起歪部２ａに該部の秤
量範囲以上の荷重（最大撓み量を超えた荷重）が伝達されるのを抑止し、上部ストッパ部
５ａと下部ストッパ部５ｂから伝達された荷重は、荷重天板１３と受け板１４を介して高
秤量用起歪部２ｂに伝達される。この両者によって荷重が高秤量用起歪部２ｂに効率よく
伝達され、３０キログラム未満までの計量・表示が行われる。
【００３６】
　そして、３０キログラム以上の被計量物が計量皿４に載置されると、高秤量用の下部ス
トッパ部５ｄが受け板１４の下面に当接して高秤量用起歪部２ｂに該高秤量用起歪部２ｂ
の秤量範囲以上の荷重が伝達されるのを抑止し、複合ロードセル部２が破壊されるのを防
止する。
　高秤量用の四隅ストッパ部５ｆは、台板１上に起立した受け部９に当接して秤自体をロ
ックし、保護する。
【００３７】
　本発明の複合ロードセル秤は図示の実施の形態に限定されず、本発明の要旨を変更しな
い範囲で適宜変更可能である。
（１）実施の形態では、高秤量用起歪部のストッパ部として、該高秤量用起歪部の長手方
向略中央位置線上で上部２点、下部１点に配置した例を示したが、これに限らず、例えば
上部及び下部とも２点ずつ設けてもよい。
（２）実施の形態では、四隅ストッパ部５ｆと対向する受け部９を、円柱で構成した例を
示したが、これに限らず、金属平板を曲げて形成した枠体等、何れでもよい。
【符号の説明】
【００３８】
　　　Ａ…複合ロードセル秤　　　　　　　　　１…台板
　　　２…複合ロードセル部　　　　　　　　２ａ…低秤量用起歪部
　　２ｂ…高秤量用起歪部　　　　　　　　　　３…荷重受け部材
　　　４…計量皿　　　　　　　　　　　　　　５…ストッパ部
　　５ａ…低秤量用の上部ストッパ部　　　　５ｂ…低秤量用の下部ストッパ部
　　５ｃ…高秤量用の上部ストッパ部　　　　５ｄ…高秤量用の下部ストッパ部
　　５ｅ…低秤量用の四隅ストッパ部　　　　５ｆ…高秤量用の四隅ストッパ部
　　５ｇ…反動回避ストッパ部　　　　　　　　８…受け部
　　　９…受け部　　　　　　　　　　　　　１３…荷重天板
　　１４…受け板
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